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I　はじめに
　道徳とは人間が行為の決断をするときに大き
な影響を与える規制力をもつものと理解すると
き，倫理と道徳はどのように異なるのであろう。
すでに，道徳と倫理の相違については，「キリ
スト教の社会倫理（u）一多元的倫理とキリ
スト教の道徳　　」のV節「キリスト教の道徳
と倫理」において考察した。また，社会倫理と
は，社会に存在する「倫理的な雰囲気」である
ことも繰り返し述べてきた。その「倫理的雰囲
気」とは，杜会に現に存在寺る「ある倫理」で
あり，それは祉会に存在寺べき倫理すなわち
「あるべき倫理」ではない。もちろん「ある倫
理」と「あるべき倫理」は密接に関連している。
社会倫理学は，社会科学の一分野として，その
「ある倫理」に焦点をあてることは繰り返す必
要もないであろう。というのは，「あるべき倫
理」について論じることは，価値判断にかかわ
る領域に踏み込むことになるからである。
　一般に，道徳は人間の行為に選択の基準を与
え，一方，倫理はその道徳基準によって人間に
示された行為の選択を推進する「杜会的雰囲
気」，「杜会的思潮」ととらえることができるで
あろう。すでに「キリスト教の杜会倫理（皿）
一キリスト教と道徳律法　　」においては，
神によって提示されたキリスト教の道徳が，聖
書の「道徳律法」に示された行為の具体的な基
準を示すものであることを提示した。これまで
の考察を通して，キリスト教の杜会倫理は，社
会に存在するキリスト教の道徳律法のもとにあ
る「精神的雰囲気」と要約することができるで
あろう。もちろん，道徳や社会に存在する倫理
は，両者とも人間の行為に影響を与えるという
点においては明確な相違はないだろう。
　本稿では，道徳や倫理と福音の関係について，
まず三点にわたって考察を進める。第一に，道
徳と倫理の関係を再検討し総括する。第二，第
三の考察は，本稿の目的である相即的かつ不離
な関係にあるキリスト教の道徳と倫理が，福音
とどのような関係にあるかを説明することであ
る。それを受けて，さらに，人間がキリスト教
の杜会倫理の影響のもとに積極的に生きること
は，究極的には福音の真髄である神の意志を確
認しつつ，後述する神の「文化命令」に従って
生きることに他ならないことを結論的に明らか
にしたい。
皿　道徳と倫理と福音
　第一に，道徳と倫理の関係を再度確認をして
おこう。道徳は，「～すべきではない」「～すべ
きである」という要求をともなうように，人間
に具体的な行為の標準的な基準を提示する。し
たがって，道徳の要求する規範的な視点から逸
脱する行為には，制裁が加えられることになる。
具体的な命令条項を含む道徳に対し，倫理は道
徳を基礎として成立する「杜会的雰囲気」とと
らえることができる。道徳律法違反者には，
「道徳違反」という裁定が下され，違反に見合
う制裁が加えられる。というのは，道徳は，
人々が行為を選択するにあたって，具体的な行
為の基準を設定するからである。しかし，通常
「倫理違反」ということは少ないであろう。倫
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理は，具体的に「～するな」「～せよ」と，行
為の選択を具体的に追るものではない。むしろ
倫理は，社会に存在する道徳が提示する標準的
な行為の基準に従って，人問に行為の動機づけ
を行うものである。倫理は，道徳律法と異なり，
道徳律法が提示するように，具体的な項目を立
てて人間に特定の行為を強制するものではな
い。聖書の世界においては，律法にそむくこと
は，明らかに「律法違反」である。しかし，一
般に，社会に存在する倫理は，確かに，人間に
特定の行為を行うように動機づける機能をもっ
ているが，その杜会の「倫理的雰囲気」に反す
る行為に対して，道徳のように審判を下し制裁
を加えるような強制力をもっているということ
はないであろう。
　もちろん，道徳も，倫理同様に強制力をとも
なうような具体的な行為の基準を設定するもの
ではない，と表現できるかもしれない。道徳も，
具体性のともなわない「杜会的雰囲気」と解釈
できる場合があるからである。その例としては，
国民道徳や勤労道徳などといわれるような抽象
的な道徳規範を想起すればよいだろう。国民道
徳や勤労道徳の場合は，強い強制力をともなう
道徳性が人間に要求されるというものではな
い。しかし，通常，道徳は，杜会に存在する倫
理に比べて，十戒の具体的な義務命令の例にみ
られるように，具体性にとんだ命令条項を含む
と理解する必要があろう。
　それに対して，社会の倫理は，M・ヴユーバ
ーが「プロテスタンテイズムの倫理と資本主義
の精神」において述べているように，ある社会
特有の「社会的雰囲気」あるいはその社会に存
在するモーダルな「精神的雰囲気」と理解する
ことがよかろう。とはいえ，社会の倫理は，道
徳同様にプロテスタンティズムの倫理が，その
「精神的雰囲気」のもとにある個々の人間を具
体的在職業労働に駆り立てたように，人間の行
為に対し具体性を要求する場合がある。ヴェー
バーの論点に従うなら，倫理は，当該の杜会に
望ましいものとみなされた行為を奨励する機能
をもっている。その意味では，道徳も倫理も類
似したもので，あえてそれらを区別する必要は
ないということができるかもしれない。しかし，
そのような類似性を認めながらも，筆者は，理
念型的には，社会に存在する道徳は，倫理に比
べて強制力が強いと考えている。
　要するに，道徳は，人問に具体的な行為の選
択を迫るのに対し，倫理は，人問の行為を動機
づける「精神的雰囲気」である。道徳は，道徳
。律法にみられるように，具体的な行為の選択に
対し指針となる具体例を提示するに対し，倫理
は，道徳のもとに立てられた抽象性の高い規範
と理解することができる。その意味では，倫理
は，人間の行うべき行為の基準を，道徳よりも
高い抽象性において提示するものであり，それ
はまた通奏低音のように当該の杜会に存在する
強制力の弱い規範的ルールのようなものといえ
よう。
　そのことは，社会に通奏低音のように存在す
る杜会の倫理に従って，具体的な道徳が生み出
されていることを意味している。プロテスタン
テイズムの倫理が存在する社会においては，怠
惰であることを嫌い，職業労働に専心しようと
する職業道徳が作り出され，世俗的職業にいそ
しむプロテスタントが育てられた。このことは，
プロテスタンテイズムの倫理が，「職業意識を
高度に禁欲的に押し進め，産業中産者層を内面
から動かし，『冷静な職業道徳』としての職業
に生きる人間を育てた」1〕ことを想起するだけ
で十分であろう。キリスト教倫理は，もちろん
聖書の道徳律法と切り離して考えることはでき
ない。その意味では，キリスト教の社会倫理は，
十戒をはじめとする道徳律法の影響のもとにあ
ることは明確である。むしろ，それは，道徳律
法に示された内容を，奨励する「杜会的雰囲気」
ととることもできよう。しかし，その律法によ
って導かれたキリスト教の社会倫理が，個々の
人問にフイードバックし，その倫理に見合う道
徳を生み出すこともある。その意味で，キリス
ト教の道徳と倫理は相即不離の関係にあると総
括できる。
　第二の問題点は，相即不離なキリスト教の道
キリスト教の社会倫理(Ⅳ)--キリスト教の倫理と神の意志--
Page:2無断転載禁止。　
徳と倫理は，キリスト教の福音とどのような関
係にあるのかについてである。この論点の考察
は，非常に重要である。それは，本稿の目的と
なるものであり，キリスト教の道徳や倫理は，
聖書の福音と切り離して考えることができない
ということである。これは，「キリスト教の杜
会倫理（皿）　　キリスト教と道徳律法　　」
を中心に，道徳律法，正義や愛を問題にする過
程で考察してきた問題でもある。要するに，道
徳や倫理と福音の関係は，人間の行う正義や愛
の行為が，神の義や愛という聖書の福音の真理
を土台にしているという事実に焦点をあてると
きに明らかとなる。福音とは，一言でいうなら，
聖書の神が罪なる人問を救うためにこの世に来
られた恵みである。人間は，神によって知識と
義と聖において，神の像に似せて創造された被
造物である。しかし，人間は神が示された律法
を完全に遵守できない存在として，罪と悲惨の
状態に堕落した。神は，その罪に満ちた人間を
救うために，独り子主イエスニキリストをこの
世に送られた。それは，人問の罪を完全に蹟う
という神の救いの経倫を実現するためであっ
た。
　聖書は，一貫して神の被造物である人間の堕
落と罪人の蹟いの恵みについて説いている。聖
書は，神，独り子主イエス・キリスト，聖霊，
人聞について証し，主イエス・キリストを受け
入れる者に救いが与えられるという福音を提示
している。
　その福音は，人問に「～せよ」「～するな」
という行為の選択の基準を設定するような遭徳
や「倫理的雰囲気」とは異なる。聖書は，その
意味では，人間に「～せよ」とせまる道徳論で
も倫理的行為を強要するものでもない。福音は，
神の恵みである。この世の人々は，しばしば，
キリスト者は，道徳的にも倫理的にも優れた人
間の集まりであると考えがちである。その誤り
は，彼らが，聖書を道徳や倫理の書物と誤解し
たところに由来する。キリスト教は，本質的に
は，倫理や道徳を人間に教えるものではない。
それは，人間の罪の深さや，人間には救いが必
要であり，その救いのために主イエス・キリス
トがこの世に来られ，一方的に人間の罪を背負
って十字架の刑を受けられたという福音を示す
ものなのである。その意味で，道徳と倫理は，
神が人間に与えられた福音とは根本的に異な
る。しかし，その福音のなかに，たとえば聖書
の山上の垂訓を通して，主の言葉と主の歩まれ
た生涯を通して，道徳的倫理的教えが示されて
いることはいうまでもない。たとえば，主は，
「マタイによる福音書」22章36－40節において，
律法学者たちが，「先生，律法の中で，どの捷
が最も重要でしょうか」と主イエスを試そうと
したのに対し，主は，「『心を尽くし，精神を尽
くし，思いを尽くして，あなたの神である主を
愛しなさい』。これが最も重要な第一の捷であ
る。第二も，これと同じように重要である。
『隣人を自分のように愛しなさい』。律法全体と
預言者は，この二つの捷に基づいている」と述
べられた。このような主の言葉にみられるよう
に，主の福音は，本質的には罪人を救いに入れ
るという神の恵みを示すものであるが，そこに
は，罪人である人問に対する，道徳的倫理的教
えが随所に織り込まれている。とはいえ，福音
は，道徳や倫理とその意味が本質的に異なるこ
とを確認しておかねばならない。
　第三の問題点は，福音の恵みのみわざが実現
される過程において，道徳や倫理的規範が用い
られるということである。人問は，道徳律法に
明示された規範，律法を守ることのできない人
間存在であることを，提示された道徳律法を通
して認識する。この後にも述べるように，人問
は，律法を通して罪の自覚を促される。創世記
8章21節には，「人が心に思うことは，幼いと
きから悪いのだ」と述べられている。人問は，
アダムの堕落以後，その聖書の言葉の通りに，
完全に堕落した存在として生まれてくる。その
人問が，全的に堕落したその罪の深さを自覚す
るのは，人間に示された道徳律法を通してであ
る。宗教改革者ジャン・カルヴァンは，彼の
『キリスト教綱要』の冒頭で，神を知ることと
自己を知ることは相即的であると述べている3〕。
キリスト教の社会倫理(Ⅳ)--キリスト教の倫理と神の意志--
Page:3無断転載禁止。　
その道徳律法において罪の深さを示された人間
は，神の存在，蹟い主としての主イエス・キリ
スト，助け主としての聖霊を知ることになる。
その蹟い主，主イエス・キリストが人問を罪か
ら蹟い出すためにこの世に来られ，その死によ
って，人問は罪から蹟い出されるということが，
神の福音の本質である。
　人間が，その神の福音に有効に召されるには，
その人間に罪の自覚が必要である。罪の意識は，
人間の存在の根底から，人間自身に沸き上がっ
てくるものかもしれない。しかし，通常，罪は，
人問が神の各種の道徳的・倫理的要求に対し，
それに応答することのできない本質を知るとき
に自覚されるものである。使徒パウロは，「ロ
ーマの信徒への手紙」7章7節以下で罪の白覚
について集中的に取り上げている。その7節で，
彼は，「律法は罪であろうか。決してそうでは
ない。しかし，律法によらなければ，わたしは
罪を知らなかったでしょう。たとえば，律法が
『むさぼるな』と言わなかったら，わたしはむ
さぼりを知らなかったでしょう」と述べている。
また，その後に続いて，彼は，13節，14節にお
いて，「罪は限りなく邪悪なものであることが，
捷を通して示されたのでした。わたしたちは，
律法が霊的なものであると知っています」と書
いている。罪の白覚は，聖書の律法を通して与
えられる。この律法を通して与えられる罪の自
覚は，次に主イエス・キリストによる罪の蹟い
の必要性を喚起する。
　このように，聖書は，本質的には，神がどの
ような方であるかについて啓示していると同時
に，人間がどのように罪に満ちたものかを示し
ている。その救いのために，主イエスは，この
世に人となって来て下さったのである。その過
程において，神は，人問に対して，その救いと
いう大きな目的に向かって，道徳律法を示され
たということがいえるのである。
　福音は，その意味で，道徳や倫理と密接に関
係しながらも，根本的にそれらとは異なる救い
にかかわる論点であることを記憶する必要があ
乱旧約聖書学者の服部嘉明は，その著『創世
記に聞く一今日を明日に生きる一』におい
て，「旧約聖書と新約聖書の有機的統」性」に
関して言及し，次のように述べている。「正典
としての旧約聖書には目的がある。その目的は
新約聖書において更に明確に提示／啓示されて
いる。　　（中略）一。その目的とは，神か
ら離れ失われた人間／世界とその創造主である
神との関係が正常な関係に回復することであ
る」・iと。すなわち，服部の指摘に従うとき，
福音とは，神から失われた人間を神との正常な
関係に回復させる道ととらえることができる。
服部が，また「旧約聖書（及び新約聖書）記述
の目的選択性」に関して，彼は，「神は，御自
身の契約（約束），特に蹟罪契約（メシヤ来臨
による人類／世界の救済的約束）に関する啓示
を明示するために歴史（時間と空間）の経過の
なかで選択的にその内容を記述者たちに記述す
るように御自身の霊をもって働きかけられた」引
と述べている。しかも，その神学的原理は，
「ヨハネによる福音書」20章30－31節，および
同じく21章25節にあると述べている。その聖書
の箇所には，30－32節に「このほかにも，イエ
スは弟子たちの前で，多くのしるしをなさった
が，それはこの書物に書かれていない。これら
のことが書かれたのは，あなたがたが，イエス
は神の子メシアであると信じるためであり，ま
た，信じてイエスの名により命を受けるためで
ある」とある。要するに，福音とは，「イエス
のなさったこと」（21章25節）の真髄であり，
それは，「神から失われた人問／世界」を神と
の健全な関係に回復させるものなのである。そ
の意味では，福音は道徳や倫理とは，根本的に
異なる。
　服部は，旧約聖書のモーセ五書は，トーラと
も呼ばれ，旧約聖書において最も重要な書物で
あり，その五書は，「『律法』『規定』又は『規
則』」と称されるが，そのなかには「事件／歴
史」の記述も含まれていると述べている。その
ために，服部は，それらの「律法の書」には，
「生き方，ものの考え方，換言すれば世界観が
提示されている」1〕と指摘している。彼は，
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「律法の書」を要約し，それは「生き方（世界
観）としての規定」であると述べている・i。こ
の「生き方としての規定」こそ，キリスト教の
道徳や倫理と解釈することができないであろう
か。その「生き方としての規定」は，明らかに，
福音の到来を目指すものであるが，それは福音
と同じものではない。福音は，「イエスのなさ
ったこと」と関連している。とはいえ，服部が
述べているように，トーラの提示した「生き方
の規定」に正しく対応できないすべての人間に，
福音が必要なのである。その意味では，道徳や
倫理と福音は無関係ではない。むしろ，キリス
ト教の倫理は，その福音との関係でとらえられ
ねばならないのである。
　このことは，また，福音と無関係のキリスト
教の倫理など存在しないということになる。な
ぜなら，キリスト教は，聖書全巻が編まれた目
的に明らかなように，人類と世界を救済すると
いう目的のなかにあるからである。したがって，
キリスト教の祉会倫理も，その本質において，
その救済目的に関連したものなのである。
皿　神の意志とキリスト教の社会倫理
　次に，キリスト教の社会倫理は，本質的にこ
の福音との関係でとらえられる必要があるとい
うことを確認する作業に入ろう。そのために，
本節の目標は，キリスト教の社会倫理は，主イ
エスが，自ら罪人の救いのために十字架にかか
られたという基本的事実に発していることを再
考することにある。すなわち，本節においては，
キリスト教の社会倫理は，人間の性質としての
「罪」の問題，その救いを必要とする人間の存
在，その人間を罪から解放された「救われた状
態」に入れようとされる神の意志などと切り離
して考えることはできない，ということを再考
する。
　キリスト教の杜会倫理は，人問は，どのよう
に善でありたいと考えようとも，完全に堕落し
切った状態としての全的堕落の状態にあり，罪
なる存在であるという事実を出発点にしてい
る。キリスト教の社会倫理を問題にするとき，
根本的に，この罪なる人間存在への深い洞察が
必要である。人問は，隣人に対し善を行い，愛
を実践しようとしても，隣人に善をもって「真」
に接することはできない存在である。
　この人間の罪の問題を抜きにしたキリスト教
の倫理など存在しえない。キリスト教の社会倫
理を問題にするとき，避けて通ることのできな
い論点は罪あ問題である。しかし，人問存在が
いかに罪深いものであるとしても，神は，人間
に神自らの意志に適う存在であることを求めら
れ，その意志に適う行為をなすように要請され
る。とはいえ，人間にとって，神の意志に適う
行為をすることは根本的に無理なのである。
　神は，そのような人間に対し，独り子主イエ
ス・キリストをこの世に送られた。神の意志は，
罪に満ち，神の憐れみに依らずして生きること
のできない人間を救うことにあった。それは，
言い換えれば，堕落し神との義なる関係を喪失
した人間を義なる関係に回復させることであっ
た。そのために，神は，一貫して人類と世界の
救いのために，聖書全巻を通して，その救いの
意志を実現しようとされた。
　福音を通して救いにあずかる人間には，その
神の意志にしたがい，神の意志を問い続ける責
任がある。その責任を果たすことは，主の意志
に「応答する（reSpOnSe）」ことである。それ
こそが，主イエス・キリストの罪の蹟いを受け
たキリスト者の態度であり，「責任（responsi－
bi1ity）」である。神は，全的に堕落した人問や
世界をそのままに捨て置かれず，それぞれを救
いに導こうとされた。その蹟いのみわざによっ
て救われたキリスト者は，その救いへの召しに
対し応答する。そこに，神の意志に従った生活
を行おうとするキリスト者の意識が形成され
る。キリスト者にとって，神の意志を問い続け
ることは，神によって与えられた「救いの確信」
をもって生きることなのである。
　そのキリスト者の神への応答は，キリスト教
杜会のなかに独特な「精神的雰囲気」を生起さ
せる。それこそが，キリスト教の杜会倫理の根
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幹を形成している。その「倫理的雰囲気」によ
って，キリスト者は，神の召命に応答しようと
する生活をする。キリスト者は，そのような社
会倫理の影響下に，神の意志の意味を問いつつ，
神に喜ばれるように行動し，神に栄光を帰す生
活の実現を目指すようになる。M．ヴェーバー
が，この点に関連し，「救いの確信」を求めて，
人々が職業活動に全力投球したことを指摘して
いる。それらの人々は，自らが救われているこ
とを再確認しようとする衝動に動機づけられた
人々であった。ヴェーバーは，そこにプロテス
タンティズムを土台とするキリスト教社会特有
の社会倫理が生起したことを指摘した。「救い
の確信」を獲得したキリスト者は，神に召し出
された者として，聖書的世界観に立って，人生
の目的に向かって歩みを重ねていくことになっ
た。
　そのことに関連して，アメリカの長老教会牧
師で，カヴェナント神学校組織神学の教授デイ
ヴィッド・クライド・ジョーンズ（DavidC1yde
Jones）は，その著Bゐ〃ca1αrゴs亡f朋亙肋fcsに
おいて，聖書的に倫理の問題，特にキリスト者
の人生の目的と行動を考察するためには，次
の三つの論点に対し応えることが必要であると
述べている。その第一の論点は，人間にとって
人生の目的とは何であるかということ。第二は，
人問はどのような人間でなければならないのか
ということ。第三は，人問はどのような実践を
しなければならないのかということの三点であ
る。これらの論点は，「ある」倫理としての社
会倫理は，結局「あるべき」倫理としての社会
倫理と密接に関係しているということを示して
いる。社会に存在するキリスト教の社会倫理は，
さらに人間の人生の目的，人問のあるべき存在
の仕方，人間の社会における行動，という「あ
るべき」倫理とかかわるということなのであ
る。
　ジョーンズは，これらの三つの論点に対して
応えることが，キリスト教の社会倫理の根本問
題であると指摘している。これらの三つのポイ
ントは，それぞれ相互に強く関連しており，そ
れは，端的にいえば，聖書を通して，神の意志
に従う生活をすることに他ならないと結論する
ことができる。
　ジョーンズは，さらに上記の三つの視点に対
する応答は，道徳一般という論点において，三
つの視点に収鮫すると述べている。その第一の
ポイントは，人生の目的（the　end）が善であ
る（be　good）こと，第二は，行為の動機（the
mOtiVe）が善であること，第三に目的に対す
る手段（the　means）が善であることである剛。
また，彼は，これらの，目的・動機・手段の三
つのポイントは，それぞれ切り離して考えるこ
とができない，と指摘している。
　これらの人生の目的，行為の動機，行為の手
段が善であるということは，言い換えると，人
間存在そのものが善であることを求められてい
るということになる。しかし，聖書的には，人
間は完全に堕落した存在として善であるはずは
ない。そのような罪に満ち神の憐れみをまたざ
るをえない人間も，神の意志を問いつつ生きる
ことにおいて，主イエス・キリストの蹟いのみ
わざに示された神の意志を理解することができ
るのである。神の意志を問うことは，ジョーン
ズが指摘しているように，人間に行為の目的・
動機・手段が善であるかどうかの判断の基準を
問い続ける生活を喚起する。ジョーンズは，そ
の判断の基準が何であるか，その基準をどのよ
うに認識するのか，この点を問題にするのが杜
会倫理のもっとも緊急の課題であることを，繰
り返し指摘している。
　要するに，神のご意志を確認しようとするキ
リスト者の生活は，キリスト教の社会倫理のも
とに生きようとすることでもある。それは，キ
リスト者として，「あるべき」倫理に生きよう
とする生活を喚起する。ジョーンズが指摘して
いるように，キリスト教の杜会倫理は，究極的
には「神が，人問はどのような存在であるべき
で，どのように行為するように求めておられる
のか（WhatisGodcaユIingustobeandtodo？）」9〕
と，人間に問い続けるものなのである。
　キリスト者は，その問いかけを神に祈り求め
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つつ，キリスト教の社会倫理に生きるときに，
主が与えられる安らぎを得ることができる。そ
れは，「ルカによる福音書」12章13－21節，「自
分のために富を積んでも，神の前に豊かになら
ない者」（21節）のたとえに示されているよう
に，自分のためにこの世の杜会に富を積み，何
年も生きると考えた「愚かな者」とは異なり，
神の前に豊かな者ば「神の賜物」を確信してい
るからである。キリスト教の杜会倫理に生きる
ことは，バウロが，「罪が支払う報酬は死です。
しかし，神の賜物は，わたしたちの主キリス
ト・イエスによる永遠の命なのです」（「ローマ
の信徒への手紙」6章23節）と述べたように，
キリスト者は，「永遠の命」を約束された豊か
な安らぎのなかにある。キリスト者は，その安
らぎを感謝しつつ，「自分自身を死者の申から
生き返った者として神に献げ，また，五体を義
のための道具として神に献げなさい」（「ローマ
の信徒への手紙」6章13節）とのパウロの言葉
を，実践しようとしたということができる。
　ジョーンズは，このようなキリスト者の生活
の指針は，「ローマの信徒への手紙」の12章
1－2節にもっとも明確に示されているとい
う。
　「こういうわけで，兄弟たち，神の憐れみに
よってあなたがたに勧めます。自分の体を神に
喜ばれる聖なる生けるいけにえとして献げなさ
い。これこそ，あなたがたのなすべき礼拝です。
あなたがたはこの世に倣ってはなりません。む
しろ，心を新たにして自分を変えていただき，
何が神の御心であるか，何が善いことで，神に
喜ばれ，また完全なことであるかをわきまえる
ようになりなさい」
　ジョーンズは，ここに，キリスト者の生活の
基準としての「神の意志（the　wm　of　God）が
明確に示されているというm。ジョーンズによ
れば，r善」なる人間という「善」，また「善」
なる行為をすべきという「善」は，聖書的な倫
理においては，明らかに神の啓示された「意志」
と同じものなのである川。その意志は，ジョー
ンズが，神の意志に関して引用しているように，
「ミカ書」6章8節に明示されているものであ
る。
　「人よ，何が善であり，主が何をお前に求め
ておられるかは，お前に告げられている。正義
を行い，慈しみを愛し，へりくだって神と共に
歩むこと，これである」
　ジョーンズが述べているように，この預言者
ミカの言葉は，神の意志がどこにあるかを端的
に述べている最良の箇所であろう。アメリカの
大統領就任式に，この聖書の箇所が読まれるこ
とがあるといわれる。ジョーンズによれば，
「神の意志」に適うとは，第一に，「ヘブライ人
への手紙」13章21節にあるように，人間が神の
「御心に適うこと」をすることであり，「出エジ
プト記」15章26節にあるように，神の「目にか
なう正しいことを行」うことなのである。そこ
には，神に受け容れられる人問として行為をす
ることが求められている。ジョーンズは，また
「神の意志」は，第二に「完全」で「完成され
たもの」であると述べている1・1。彼が指摘する
ように，キリスト教の社会倫理のもとに生きる
人間は，完全な，完成された神の意志に適う生
活をしようとする。その神の意志は，ジョーン
ズによれば，神の独り子主イエス・キリストお
よび聖霊によって示された聖書に啓示されてい
るのである1帥。
　このようなジョーンズの視点にまつまでもな
く，聖書の提示している倫理は，人問に神の意
志に適う者となり，神の意志に適う行為をする
ことを要求する。それは，究極的に，キリスト
者の人生の目的とは，ジョーンズが前掲書の2
章「キリスト者の生活の目的」の冒頭に述べて
いるように，神に栄光を帰すことであり，神を
愛することなのである’4i。この点について，ジ
ョーンズは，さらに，『ウェストミンスターノ」・
教理問答書』の第一問を引用している。それは，
“What　is　the　chief　end　of　man？Man’s　chief　end
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istog1orifyGodandtoenjoyHimforever”（問
1，人のおもな目的は何ですか。答，人のおも
な目的は，神の栄光をあらわし，永遠に神を喜
ぶことです。）である。キリスト教の倫理の根
本精神は，この小教理問答書の冒頭の言葉に，
簡潔に要約されていると結論できるであろう’5〕。
v　キリスト教の社会倫理と文化命令
　キリスト教の社会倫理は，人問に神の意志を
日々に問う生活，キリスト者として「あるべき」
姿を意識する生活を要求する。それは，言い換
えると，前節のおわりに，「ウェストミンスタ
ー小教理問答」から引用したように，主に栄光
を帰し，主を喜ぶ生活である。それは，神を第
一として神に栄光を帰する「有神論的」な世界
観をもって生きる生活である。有神論的世界観
については，拙著『技術社会と杜会倫理』，第
三章三節「有神論的技術論」に詳述したとおり
である’引。また，そこでは，近代科学の世界史
的性格を追求し，現代社会の技術的環境の根底
に，人問中心主義，理性中心主義的な思想的背
景が存在することを述べた。なかでも，「六
有神論的世界観の確立へ」1・〕において述べたよ
うに，キリスト教倫理に生きることは，人間生
活のあらゆる領域において，神の存在をみ，神
の意志を問う生き方をすることにある。
　ジャン・カルヴァンは，その『創世記注解』
の「梗概」のなかで，「神を認識する正しい道
を固守している人は余りにも少なく，大部分の
人は造り主そのものを思い見ることをせず，被
造物に思いを固着させてしまっている」1剖と述
べている。「被造物に思いを固着させている」
人問は，神に栄光を帰すことを人生の目的と考
えることはないであろう。被造物に固着するこ
とは，人問の生活の全領域において，創り主の
意志を問い，その意志のうちに生きようとする
世界観からは根本的に離れている。カルヴァン
は，正しく神を認識することの重要性を指摘し
た。神を正しく認識することは，人問存在を正
しく認識することであり，そこにこそ神の栄光
のために生きる生き方が始まる。
　聖書のあらゆる箇所が，そのように，キリス
ト教の「あるべき」社会倫理を目標として生き
る生き方を提示しているといえよう。たとえば，
「歳言」からその例を探ってみよう。「歳言」1
章7節には，「主を畏れることは知恵の初め」
とある。神を正しく認識する者は，神を畏れる
ことの重要性を心に刻みつけている。人間は，
白らの存在を知るにつけ，神を畏れる。同じく
「歳言」2章5節には，「あなたは主を畏れるこ
とを悟り，神を知ることに到達するであろう」
とある。主を畏れること，すなわち神を知るこ
とと，また自分自身を知ることとは，相互に深
い関連がある。このように，神を正しく認識し
神を畏れる生き方は，前掲ジョーンズも指摘し
たように，キリスト教の杜会倫理のもとに，そ
の倫理に適う生活をすることを自らの目標とす
る生き方である。「歳言」の3章5－6節には，
「心を尽くして主に信頼し，自分の分別には頼
らず，常に主を覚えてあなたの道を歩け」とあ
る。この御言葉は，主なる神と被造物である人
問の関係をみごとに示している。「自らの分別
には頼らない」で，主を主とあがめる生活が，
キリスト教の杜会倫理の世界では求められる。
それは，自らを絶対化する生き方とは明らかに
異なる。同じく「歳言」の6章16一ユ9節には，
「主の憎まれるものが六つある。心からいとわ
れるものが七つある」とある。それは，「騎り
高ぶる目，うそをつく舌，罪もない人の血を流
す手，悪だくみを耕す心，悪事へと急いで走る
足，欺いて発言する者，うそをつく証人，兄弟
の間にいさかいを起こさせる者」と。これらの
悪事が，自らの分別に頼るところから出ること，
自らを絶対化する人問の罪に発することを，こ
れ以上説明する必要はないであろう。
　アメリカの福音派の神学者ジェラルド・アー
ヴィン・ウィリアムソン（Gera1dIrvin
Wi11iamson）は，人間には，その種類が二種あ
ることを指摘している’馴。それは，「自己中心
的人問（man－centeredpeop1e）」と「神中心的
人問（God－centeredpeop1e）」である。前者は，
キリスト教の社会倫理(Ⅳ)--キリスト教の倫理と神の意志--
Page:8無断転載禁止。　
自らにすべての基準をおいて，自己を絶対化す
る人問である。後者は，人生の目的を神に栄光
を帰すこと，また神を喜ぶことにおく。後者は，
明らかにキリスト教の社会倫理に生きる人問で
ある。彼らは，繰り返すまでもなく，「常に主
を覚えて」主の栄光のために歩むであろう。そ
のような人間は，聖書に示された道徳律法にも
忠実であろうとする。さらに，聖書の神を神と
してたたえ，自らをその被造物として歩もうと
するであろう。
　そのような人生は，また，神の指示された文
化の樹立のために，費やされることになる。と
いうのは，キリスト教の社会倫理のもとに生き
る人間は，キリスト教社会倫理研究の山中良知
が，その著『聖書における労働の意義』のなか
で述べたように，神の意志を確認しつつ，神の
始原的な命令である「文化命令」に従おうとす
るからである珊〕。神の文化命令は，「創世記」
1章27－28節に示されている。神は，「御自分
にかたどって人を創造された」後，神は彼らを
祝福して「産めよ，増えよ，地に満ちて地を従
わせよ。海の魚，空の鳥，地の上を這う生き物
をすべて支配せよ」といわれたのである。これ
は，神が人間に与えられた「労働命令」または
「文化命令」，「開拓命令」ともいわれる。山中
良知は，前掲書において，神の人間に対する命
令のなかに，自ら造られた世界を人間に治めさ
せようとされた明確な意図が示されていること
を述べている。神に栄光を帰すことを目的とす
るキリスト者は，その命令に従って，神の与え
られた世界のふさわしい「管理者」として文化
創造のために生きるであろう。ここには，神が
与えられた自然を，自らの思惟にもとづいて，
思うがままに作り替えようとするような横暴な
振る舞いは存在しえない。すでに，拙著『技術
社会と社会倫理』においても，有神論的技術論
との関係で繰り返し述べているように，神の文
化命令に従おうとする人間は，神の良き「管理
人，管財人（SteWard）」としての立場を忘れ
ることはない。キリスト者は，神が命令された
文化創造のみわざに，人問が神から委託された
働きに，神の前に責任をもって仕えることが求
められているからである。
　この「文化命令」の視点は，しばしば一般に
誤解されて，人問が自然を支配することを意味
しているようにとらえられている。聖書的な視
点が，今日の自然破壊の元凶であるかのように
喧伝されることがある。さらに，東洋的な人間
と自然の宇宙一体観的視点こそが，今日の自然
破壊の問題に対する解決の道であるかのように
提示されることがある。しかし，この自然破壊
の根本に聖書的な視点があると批判する考え方
は，聖書の章句そのものを単純に切り抜いてと
らえ，聖書全体に示されている神の意志，経倫
を無視した視点であることを認識すべきであ
る。聖書の「文化命令」の視点には，「神の御
経倫にしたがって」という基本的な視点が含ま
れている。その点を抜きにして，キリスト教を
批判することは避けねばならない。創世記1章
に示されているように，神は自ら創造されたも
のを，すべて「良し」と確認されたのである。
その神が「良し」と認識されるものを，被造物
であるキリスト者が自らの意志のままに破壊し
尽くそうとすることなど考えられないのであ
る。
　この「文化命令」に関連して，山中良知は，
その主著『理性と信仰』において，文化の源泉
としての理性について問題にしながら，「若し
理性が文化の原理となる場合に，柚あ桑への参
茄としそあ白壷を欠くならば，文化の建設自体
が虚無への落下の加速度をつくるものであろ
う」2’〕（傍点筆者）と述べている。すなわち，
「文化命令」は，山中良知の視点によると，明
らかに人間の「神の業への参加としての自覚」
が前提になっている。そこでは，人間に神の
「管財人（スチュワード）」として，「文化命令」
に従おうとする自覚が必要となる。キリスト者
が，神の導きのうちに「神の業への参加」を心
がけることは，キリスト教有神論的文化観の核
心である。人聞は「神の協同者」である。山中
は，オランダの神学者クラース・スキルダー
（K1aasSchi1der）の『キリストと文化』を訳出
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して，その内容を説明する過程で，「罪の文化
は，断片であり，未完成であり，敗北と腐敗で
ある。つまり，この文化は，建設よりも，相互
の破壊にいたる。罪の文化は，文化の手段を目
的視する要素をもっている」刎と述べている。
山中によれば，罪の文化は，敗北と腐敗の遣を
たどるのである。その文化は，「文化命令」を
支えている神の意図を無視したものだからであ
る。
　そのクラース・スキルダー（K1aasSchi1der）
は，その著『キリストと文化』において，「積
極的文化建設についての免状の授与は，厳密に
いえば，その文化が神の御意志に一致して，再
びとられ，造られるところにおいてのみ，及第
し，得られるのである」23〕とも指摘している。
積極的な文化建設は，その意味で，人間が神の
意志の実現のために，神の協同者として，神の
業に参加するという自覚のもとに繰り広げられ
る文化創造であるということができる。その文
化創造へ参画すること，それこそが，聖書の述
べるキリスト教の社会倫理が提示する精神であ
るといえる。
V　おわりに一現実の社会に生き
　　ること一
　キリスト教の杜会倫理のもとに生きること
は，有神論的な世界観をもって，神の国の建設
に貢献するという生き方を喚起する。その視点
は，神を神とし，被造物としての人間や杜会を
まさに被造物としてとらえる生き方である。そ
こには，人問や社会を被造物としてとらえ，そ
れを絶対化する視点は一切みられない。人間は，
あくまでも神の「文化命令」に対し，スチュワ
ードとして参画する。そこには，福音に生き，
神の意志に従うことを求める神の僕の姿があ
る。
　しかし，現実の社会のなかで，神の僕として
生きることは，多くの困難をともなう。キリス
ト者を取り巻く世界は，神の僕として，よきス
チュワードとして生きようとするキリスト者に
容赦なく襲いかかってくる。そこには，現実の
世界が内包しているさまざまな杜会的規範が存
在しているからである。著名なキリスト教倫理
学者のラインホールド・二一バーは，第二次世
界大戦の最中1944年に，民主主義の擁護と再評
価のために，乃eC舳dr㎝of〃助亡aηd比e
C乃”dreη　0f　Dark刀ess二　A　V一ηdゴca亡10η　0f
DemocracyaηdaCr〃queo〃sTrad〃oηa1
De危刀seを著した。彼は，そのなかで，人間の
正義を求めようとする能力がデモクラシーを作
り上げるが，デモクラシーは，人間が常に不正
義に陥りがちであるがゆえにこの世に必要なの
であると述べた別〕。彼は，第二次世界大戦のさ
なかにある危機的な杜会において，民主主義の
倫理を保持することが非常に困難であることを
指摘した。また，彼が述べているように，近代
の世俗的な社会において，個人と共同体の間の
緊張，階級や人種と国家の問の緊張などは，容
易に解決されるだろうと考えた。しかし，実際
はそうではなかった。二一バーによれば，その
ような緊張が簡単に解消されると考えられた理
由は，人間の性質を余りにも楽観的にみたこと
に由来するものであった25i。
　二一バーは，利己心を強く主張することは悪
であり，それは全体を考慮しないことでもある
と述べた・・〕。人間は，白らの論点を絶対化し，
それを越えたものを否定しようとする傾向が強
い。彼は，キリスト教のもとに生きる「光の子
（chi1drenof1ight）」と，この世に軸足を置く
「闇の子（chi1drenofdarkness）」を対照させ，
前者は，利己心をより普遍的な法の規則のもと
に従わせ，より普遍的な善と調和させようとす
るのに対し，後者は，彼らが白我を越えた「法」
を知らないがゆえに愚かであると述べている27〕。
また，「光の子」は，「闇の子」の利己心の力を
軽くみがちな点において，愚かであると述べて
いる2剖。「光の子」は，「闇の子」が主張するよ
うな現実の社会の厳しさを知る必要があるの
だ。
　周知の通り，二一バーは，ルカユ6章8節「主
人は，この不正な管理人の抜け目のないやり方
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をほめた。この世の子らは，自分の仲間に対し
て，光の子らよりも賢くふるまっている」を，
前掲書の冒頭に掲げている。彼がこのもっとも
難解とされる聖書の箇所を引用して指摘しよう
とした点は，何であったのだろう。それは，民
主主義に必要性を認めながらも，それを十分に
育てることなく，軍事的な衝突を繰り返す人間
の愚かさを提示したかったに違いない。有神論
的な文化を樹立することの重要性はいうまでも
ない。しかし，キリスト者にとって，この世の
世俗的な力の強大さを認識することも必要なの
である。主人が，この「不正な管理人」をほめ
たのは，現実の社会のなかで，単に楽観的に有
神論的文化の樹立というだけでなく，いわば不
正を犯してでも必死に危機を乗り切ろうとする
厳しい現実的精神が必要なことを示したかった
のであろう。
　この「ルカによる福音書」特有の記事におい
て，注目すべき点は，「主人は，この不正な管
理人の抜け目のないやり方をほめた」ことにあ
る。不正は不正であり，「不正な管理人」は，
「神の良き管理人」とは異なる。キリスト教の
倫理に照らして，「不正な管理人」には応分の
災禍が加えられるかもしれない。しかし，主人
は，その「やり方」の執勘な態度をほめたので
ある。管理人には厳しさが必要である。「ルカ
による福音書」のその続きには，「不正にまみ
れた富で友達を作りなさい」（9節）とも述べ
られている。また「ごく小さな事に忠実な者は，
大きな事にも忠実である」とある。良き管理人
（スチュワード）は，もちろん主人につかえて，
不正を嫌い，管理すべきものを土に埋めて保管
するのでなく，それを有効に用いて主人の祝福
を受けるであろう。
　しかし，この聖書の箇所は，主の「文化命令」
に生きようとする者に対し，この世の現実の社
会の厳しさに対して，「抜け目のないやり方で」，
「小事に忠実に」必死に対処するように教える
ものである。それは，キリスト教杜会倫理に生
きるキリスト者に非常に重要な視点を提供して
いる。その「主人」の意志は，神の意志でもあ
る。主の「文化命令」に生きるためには，人問
とこの世の社会の厳しさの本質を深く問い返す
必要があるのである。（おわり）
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